
NPO法人市民科学研究室・市民科学講座 Bコース 

ブラックアウトと 

大規模発電一極集中の脆弱性 
～市民発電のミライ～ 

2019年5 月 25 日（土）14:00～17:00 (開場 13:30 ) 

講師：竹村英明さん（イージパワー株式会社社長、緑茶会（脱原発政治連盟）代表、市民電力連絡会理事長） 

●会場：光塾 COMMON CONTACT並木町 

●参加費：1000円（学生 500円）／市民研会員は半額かつ同伴者割引あり／事前予約が必要です（定員 40名） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 イージーパワー匝瑳（そうさ）ソーラーシェアリング発電所２号機 

 

 

 

 
 

 
お申込み・お問い合わせ：03-5834-8328  renraku@shiminkagaku.org 

 この数年、日本各地で災害が多発しています。しかも

自然災害に交じっての人災がさらにその被害の規模を

大きく増幅させる傾向があるように思われます。特に昨

年は「豪雨災害」と並んで私たちの記憶に残ったのが北

海道胆振東部地震による「ブラックアウト」でありまし

た。それまでは小さな島を除いては決して日本では有り

得ないとされていた「神話」がまたしても破られてしま

ったのです。しかしながらその全容や真の原因について

はあまり表沙汰にされること無く、ひっそりと幕が閉じ

られようとしています。 

 市民電力連絡会の竹村氏はこれに異を唱え、今後再び

ブラックアウトは起こりかねないと警鐘を鳴らし、その

予防策としての市民レベルでの再生可能エネルギー発

電の普及を提唱されています。今回の市民科学講座では

前半にブラックアウトについての解説を、後半は市民電

力の活動についてご講演頂き、皆様とこれからの電力の

あり方について一緒に考えて参りたいと思います。 

＠  
 

お申し込みは市民研ホームページ 
www.shiminkagaku.org/ 

の専用サイトで受け付けています 

 



●講師プロフィール 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

●光塾へのアクセス  

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

●市民科学講座について 
市民科学研究室が主催（あるいは共催）する市民科学講座は次の 4 つのコースがあります。 
A コース……外部講師（主として自然科学系の研究者）を招いて、特定のテーマで行う学術的な講演会 
B コース……“科学と社会”をめぐって幅広いテーマをとりあげての、あるいはゲストの活動や言説に焦点をあ   
            てての、参加者と自由に語り合う講座 
C コース……市民研の各研究会が担う、研究発表もしくは様々な形でのイベント 
D コース……市民研事務所を使って軽食をとりながら、ゲストと少数の参加者との間で交わす気さくな談話の場 

 

●市民科学研究室とは 

市民科学研究室は（1）科学技術にかかわる様々な意思決定や政策形成への市民参加、（2）様々な社会問題の解決に向

けた専門知の適正な活用、（3）"持続可能で生き生きとした生活"のための科学研究や教育の実践、に取り組んでいる

NPO です。市民の問題認識力を高めるための講座や勉強会を運営し、市民が主体となった調査研究や政策提言や支援

事業をすすめています。リビングサイエンス(＝生活を基点にした科学技術)という概念を手がかりに、様々な角度から

「生活者にとってよりよい科学技術とは」を考え、そのアイデアを実現していこうとしています。 

 
 

JR 渋谷駅の新南口改札から徒歩１分。 
渋谷駅からは外に出ず、 

埼京線への乗り替え連絡通路で新南口に出ると便利。 

渋谷区渋谷 3－27－15 光和ビル地下 1 階 

tel. 03-6427-6462 

竹村英明さん  
広島生まれ。脱原発運動歴 30 年。自然エネルギー普及取組 15 年。衆・参の議員秘書、

GPJ スタッフなどを経験。現在は、イージパワー株式会社社長、緑茶会（脱原発政治連

盟）代表、市民電力連絡会理事長など。発電事業、小規模再エネ事業サポートと電力小

売事業を探求中。 
 

 

 


